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国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所道路づくりで活気溢れる“ふるさと島根”を創造

山陰道の整備促進 開通目標の確実な達成

• 県内整備率Ｒ３；約６４％ ⇒Ｒ７；約８３％目標

「山陰道の見える化」 ： 工事進捗状況の発信

• 現場見学会、式典の実施やSNSを通じて、積極的に発信

「ＩＣＴ活用 全国トップランナーへ」

• 山陰道の関連工事から管理系工事への展開

• 自治体発注工事への普及

働く環境改善「週休２日宣言 山陰道」

・建設業界と一体となった担い手確保、環境整備の取組
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国⼟を整え、全⼒で備え
る
国⼟交通省
松江国道事務所

出雲・湖陵道路
事業中

L=4.4km

松江国道事務所管内

【Ｅ９】山陰道（全区間L＝約180km 島根県内）

県
境

県
境

静間・仁摩道路
事業中

L=7.9km

湖陵・多伎道路
事業中

L=4.5km
H31.3.17開通

多伎・朝山道路
開通済

L=9.0km

朝山・大田道路
開通済

L=6.3km

H30.3.18開通

大田・静間道路
事業中

L=5.0km

【Ｅ９】山陰道（出雲～仁摩間 L＝37.1km）
仁摩・
温泉津道路

開通済

L=11.8km

三隅・益田道路
事業中

L = 15.2km

山陰道の整備状況（島根県内）

【Ｅ９】山陰道（島根県内）の整備状況

Ｅ９

※横断道重複区間除く

島根県（km）

全区間 約180

開通区間 約113  （63%）

事業中区間
約60 （33%）

※うち松国管内は
約22km

R５．４．１ 時点

R6年度開通予定※１R5年度開通予定

福光・浅利道路
事業中

L=6.5km

益田西道路
事業中
L=9.1km

R7年度
開通予定※１

益田・田万川道路
事業中

L=7.1km
（うち島根県内

L=4.3km)

●県内の山陰道整備を促進
●令和７年度までに、約８４％整備を目標

久城～高津
事業中
L=2.8km

※１：出雲・湖陵道路は大規模法面対策工事等が順調に進捗した場合
※２：事業中区間（国直轄）は松江・浜田両事務所の旗揚げ
※３：開通済区間（国直轄）は松江国道事務所管内のみ旗揚げ
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仁摩・石見銀山IC

静間IC
（仮称）

大田中央・
三瓶山IC 大田朝山IC

出雲多伎IC

しずま に ま

静間・仁摩道路

延長7.9km

仁摩・温泉津
道路

おおだ しずま

大田・静間道路

延長5.0km

こりょう た き

湖陵・多伎道路

延長4.5km

いずも こりょう

出雲・湖陵道路

延長4.4km
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大
田
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仁
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大
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令和６年度
開通予定

令和５年度
開通予定

令和５年度
開通予定

令和６年度
開通予定

湖陵IC
（仮称）

出雲IC大田市 出雲市

区間

項目

静間・仁摩
道路

大田・静間
道路

朝山・大田
道路

多伎・朝山
道路

湖陵・多伎
道路

出雲・湖陵
道路

区間延長 7.9km 5.0km 6.3km 9.0km 4.5km 4.4km

事業化年度 H20年度 H24年度 H19年度 H18年度 H24年度 H20年度

開通年度
(目標公表)

R5年度（予定） R5年度（予定） H30.3.18 H31.3.17 R6年度（予定） R6年度（予定）

事業進捗率
(R5.3末)

約91% 約86% － － 約87% 約85%

用地進捗率
(R5,3末)

100% 100% － － 100% 100%

全体事業費 約484億円 約360億円 － － 約259億円 約363億円

R5事業費 約42億円 約47億円 － － 約14億円 約34億円

R5年度
事業概要

改良、舗装、
附属物工事推進

改良、舗装、
附属物工事推進

－ －
改良、舗装、

附属物工事推進
改良、舗装、

附属物工事推進

山陰道の整備状況（R5.4現在）Ｅ９

開通済

L=15.3km

平成３１年３月迄開通済

道の駅
ごいせ仁摩
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出雲・湖陵道路 L=４.４km
出
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市
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出雲IC

湖陵IC
（仮称）

いずもじんざい

にしいずも
簸川南広域農道

いずも こりょう

ひかわみなみこういきのうどう

こりょう

いずも

ご
う
つ

至

松
江
市
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湖陵・多伎道路
こりょう たき

至

松
江
市
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つ
え

事業箇所図

至

江
津
市

状況写真
R5年3月時点

山陰道 出雲・湖陵道路 令和６年度開通予定
い ず も こ りょ う

湖陵ＩＣ（仮称）

至 浜田

（主）湖陵掛合線

出雲ＩＣ

至 松江

出雲IC付近から西を望む

出雲・湖陵道路

写真①

写真③

写真①

写真④

写真②

東神西第一高架橋付近

至 浜田

至 松江

写真③写真④

至 浜田

神西トンネル付近

至 浜田写真②

至 松江

至 松江

常楽寺第二高架橋付近
じょうらくじ じんざい ひがしじんざい

Ｅ９

平成２０年度に事業着手、令和６年度に開通予定 （大規模法面対策工事が順調に進捗した場合）

令和５年度は、調査設計、用地補償、改良工、舗装工、附属物工を推進
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湖陵・多伎道路 L=４.５km多伎・朝山道路 出雲・湖陵道路

いずも こりょうこりょう たきたき あさやま
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出雲多伎IC

湖陵IC
（仮称）

道の駅
キララ多伎

簸川南広域農道
ひかわみなみこういきのうどう

こりょう

た き

至

江
津
市

ご
う
つ

至

松
江
市

ま
つ
え

たき

山陰道 湖陵・多伎道路 令和６年度開通予定

二部地区久村地区

湖陵・多伎道路

至 浜田

至 松江

こ りょ う た き

湖陵IC（仮称）付近から西を望む

事業箇所図

湖陵ＩＣ（仮称）

至 浜田

至 松江

写真②

写真①

写真①

写真③

くむら にぶ

写真②写真③

こりょう

至 浜田

至 松江

いずも

写真④

写真④

Ｅ９

状況写真
R5年3月時点

至 浜田

至 松江

至 浜田

至 松江

湖陵ＩＣ（仮称）
こりょう

平成２４年度に事業着手、令和６年度に開通予定

令和5年度は、調査設計、用地補償、改良工、舗装工、附属物工を推進



国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所山陰道 大田・静間道路 令和５年度開通予定

事業箇所図

大田・静間道路

お お だ し ず ま

久手地区

静間IC
（仮称）

しずま にま

静間・仁摩道路
あさやま おおだ

朝山・大田道路

おおだ しずま

大田・静間道路 L=５.０km
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写真③

静間地区 静間川付近
しずましずま

至 浜田

至 松江

至 浜田

至 松江

至 浜田

至 松江
くて

さんべさん

大田中央・三瓶山IC

Ｅ９

状況写真
R5年2月時点

平成２４年度に事業着手、令和５年度に開通予定

令和5年度は、調査設計、用地補償、改良工、舗装工、附属物工を推進
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しずま にま

静間・仁摩道路 L=７.９km
おおだ しずま

大田・静間道路

仁摩・石見銀山IC
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山陰道 静間・仁摩道路 令和５年度開通予定

事業箇所図

静間・仁摩道路

し ず ま に ま

いわみぎんざん

写真②

写真①

写真③

写真③

宅野地区
たくの

至 浜田

至 松江

静間高架橋
しずま

至 浜田

至 松江

写真①写真②

逢浜川橋
おうはまかわ

Ｅ９

至 松江

至 浜田

状況写真
R5年2月時点

平成２０年度に事業着手、令和５年度に開通予定

令和5年度は、調査設計、用地補償、改良工、舗装工、附属物工を推進



国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所山陰道の見える化（工事状況の発信）

●山陰道の工事進捗状況を現場見学会やＳＮＳ等を通じて発信
●令和４年度は現場見学会１８回実施、延べ約６７０人が参加

事務所ロビーに進捗パネル掲示（毎月更新）

地元説明用チラシ（工事毎に配布）
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国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所７.まつこく ＤＸの取り組み

 i-Constructionの一環として、山陰道のほぼ全ての工事（土工・舗装）で
ICT施工や点群データによる3次元施工管理を実施

 松江国道事務所が取り組んだ内容としては、三刀屋拡幅や出雲バイパ
スの事業説明会において理解促進を図る目的で３次元データを活用

Ｅ９

＜ICT施工の原則実施＞

こ り ょ う た き

R4年度完成した工事は68件

うち ICT施工実施 44件

（ICT未実施工事は、橋梁補修工事、
附属物工事、保守工事など維持系）

BIM/CIM工事 8件で実施。

＜3次元データによる事業進捗説明＞

３次元データを活用した事業の地元説明会

地元説明会で使用した道路の完成イメージ図



国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所建設業の働き方改革 「週休２日宣言 山陰道」

●山陰道の全工事で週休２日を宣言し、受・発注者一体で働き方
改革に取り組む

●快適トイレを原則導入する等、建設現場において働きやすい職
場環境づくりに取り組む

↑ 山陰道週休２日宣言チラシ

建設現場に設置された快適トイレ →
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国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所

○令和３年８月の大雨により国道９号で地すべりが発生したことから、国道９号（出雲市多伎町小田）において全面通行止めを実施。
○国道９号に並行して整備した山陰道（多伎・朝山道路）が迂回路として有効に機能し、地域の生活・物流等の経済活動確保に大きな

効果を発揮。

山陰道の整備効果（災害等による影響の軽減）

国道9号の全面通行止めによる迂回状況

山陰道整備前後での出雲～大田間の迂回時間

凡例

一般国道9号

山陰道（開通済区間）

山陰道（事業中区間）

迂回時ルート

迂回時ルート（山陰道利用）

写真①

※平成27年度 全国道路・街路交通情勢
調査の混雑時旅行速度より算出。上記調査以降に開通した山陰道と未開通の山陰道は
70km/h として算出。迂回路については大型車が通行可能なルートを選定

○出雲～大田間：渡橋北交差点（出雲） ～和江漁港入口交差点（大田）

写真②

全面通行止め区間

L＝9.1km

至 松江市

至 浜田市

写真①

至 浜田市

至 松江市
写真②

大雨による
地すべりが発生

令和３年8月の大雨による地すべり
令和3年8月、大雨により、一般国道9号（出雲市多伎町内）で地すべりが

発生。全面通行止めが発生し迂回が必要となった。

地すべり発生箇所

※2021.8.18（水）発生

全面通行止め発生区間

※2021.8.18（水）～

大
田
市

出
雲
市

46分

88分

迂回時ルート

通常時（国道9号利用）

迂回時ルート（山陰道利用）

！ 通常時と比較し、約1.7倍(約34分)の時間を要する

迂回時ルート（山陰道未整備時）より38分短縮

42分 38分短縮

山陰道整備後

＜道路利用者の声＞

９号が通れなくなり、以前だったら遠回りして時間が
かかっていたが、今は山陰道があるから遠回りせず
に助かった。 （R3.9 出雲市へのヒアリング結果）

山陰道整備前
過去に発生した災害による
国道9号の通行止め事例

平成18年7月、国道9号が約35時

間の全面通行止めとなり、国道184
号での迂回を強いられ、所要時間

が大幅に増加した。

＜迂回路状況＞

H18.7被災箇所
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国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所山陰道の整備効果（観光振興）

●出雲空港からの６０分圏域の拡大。周遊観光の促進
Ｎ

湖陵・多伎道路
L=4.5km

令和６年度開通予定

出雲空港

54

E54

E54

E9

E9

E9

54

9

9

E9

9

出雲市

松江市

安来市
雲南市

奥出雲町

広島県

鳥取県島根県

飯南町

大田市

江津市

美郷町

川本町

凡例

高規格幹線道路

高規格幹線道路（事業中）

高規格幹線道路（計画路線）

直轄国道

補助国道

県境

市境

観光地

出雲・湖陵道路
L=4.4km

令和６年度開通予定

現況カバー圏

山陰道（出雲～多伎、大田～仁摩）整備による拡大エリア

出雲大社

日御碕

三瓶山

松江城

静間・仁摩道路
L=7.9km

令和５年度開通予定

大田・静間道路
L=5.0km

令和５年度開通予定

美保関

島根ワイナリー
足立美術館

玉造温泉

石見銀山

出雲空港60分カバー圏域

道の駅
たたらば壱番地

道の駅
さくらの里きすき

道の駅掛合の里

道の駅
頓原

道の駅
赤来高原

※平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度より算出
※山陰道（出雲～仁摩間）は70km/hとして算出

岡山県

E2A

Ｅ９

道の駅
あらエッサ

道の駅湯の川

道の駅
キララ多伎

道の駅
ロード銀山

道の駅
ごいせ仁摩
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出雲～仁摩間
開通後は更なる

増加が期待

開通済み沿線立地企業
（IC10km圏内※）
大田市

着実に増加

開通時期に
新規雇用者数が増加

地域経済を支える企業進出支援（新規立地企業誘致の支援）

●高速ネットワークの開通済区間沿線では企業による設備投資が行われ、新規雇用者数も着実に増加傾向。
●大田市では、平成25年まで新規雇用者数が伸び悩んでいたが、平成25年6月の朝山・大田道路及び多伎・朝山道路の開通

公表以降、増加に転じ、開通後に更に増加した。
●出雲～仁摩間の残り区間の開通で山陰道が繋がることにより、更なる企業進出、新規雇用者数の増加が期待される。

山陰道 出雲～仁摩N

波根地区工業団地の分譲状況

波根地区
工業団地

は ね

山陰道・尾道松江線沿線における設備投資実施企業

・企業が新たな拠点進出を検討する際に、物流の
利便性を求める傾向があり、高速道路が近いこと
が重要視されている。

・山陰道の整備により、東西の交通の利便性が向
上され、新たな企業が当市内へのさらなる進出だ
けでなく、市内企業の事業拡大による雇用人数
の増加も期待される。

（R3.6 大田市産業企画課へのヒアリング結果）

＜地域の声＞

設備投資が活発に実施

開通済み沿線工業団地（IC10km圏内※）

未開通沿線工業団地（IC10km圏外※）

＜工業団地＞

＜H21以降 設備投資実施企業
（新規立地・施設増設 ）＞

開通済み沿線立地企業（IC10km圏内※）

未開通沿線立地企業（IC10km圏外※）
※ネットワーク化した高速道路のICを対象とした

資料：島根県企業立地課（立地計画認定企業の集計値）

※ネットワーク化した高速道路のICを対象とした
資料：島根県企業立地課（立地計画認定企業の集計値）

H31.3開通 多伎・朝山道路

H30.3開通 朝山・大田道路
H27.3全線開通
尾道松江線、仁摩・温泉津道路

H25.6開通公表
朝山・大田道路 多伎・朝山道路

H25.3開通 松江自動車道

山陰道・尾道松江線沿線における
新規雇用者数の推移（累積）

山陰道の整備効果（地域経済の支援）Ｅ９

電気機器製造

資料：島根県HP

至

大
田
朝
山
Ｉ
Ｃ

至

大
田
中
央
・
三
瓶
山
Ｉ
Ｃ

R2.8竣工
R4.3増設開始

残り１区画分譲中

湖陵・多伎道路
多伎・朝山

道路
朝山・大田

道路
福光・浅利

道路
仁摩・温泉津

道路

出雲・湖陵道路静間・仁摩道路 大田・静間道路
R6年度開通予定R5年度開通予定
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国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所山陰道の整備効果（ダブルネットワークによる効果）

○平成３０年７月豪雨災害時に山陽道・中国道が通行止めとなり、広域交通が山陰道・国道９号を迂回路として
使用。

○国道９号では、交通量が増加し、速度低下も発生したが、山陰道整備済み（ミッシングリンク解消）区間では、
ダブルネットワーク効果により通常時と同等の走行性が確保された。

Ｅ９
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○中国地方では、有料暫定2車線区間 約196kmのうち、約55kmを事業化。

財政投融資を活用した４車線化等箇所（Ｈ３１年度～R４年度）７箇所：約５４．９ｋｍ４車線化未事業化区間

暫定2車線区間の4車線化

東出雲IC～安来IC
（13km）

松江玉造IC～宍道JCT
（14km）

三刀屋木次IC～宍道JCT
（11km）

江津IC～江津西IC
（5km）

旭IC～金城SIC
（6km）

H31年度
江府IC～溝口IC
付加車線 （約4.2km）R2年度

蒜山IC～江府IC
（約4.7km） R３年度

江府IC～溝口IC
（約3.4km）

R3年度
安来IC～米子西IC

（約6.6km）

[参考]災害に強い国土幹線道路ネットワークの構築

優先整備区間 約６６ｋｍ

事業化延長 約１８ｋｍ

■島根県の状況

※R5.4.1時点

R4年度
溝口IC～米子IC

（約4.8km）

R4年度
大朝IC～旭IC

（約11.2km）



国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所一般国道９号 出雲バイパス（神立～中野東）

▲物流車両の通行阻害状況

出雲市街地中心部に位置する当該区間では、著しい交通混雑が発生し、地域産業活動や救急医療活動等に支障をきたしています。
出雲バイパス（神立～中野東）事業は、交通混雑を緩和し、円滑な交通の確保を目的とした延長１．８ｋｍの道路です。

令和５年度は、出雲市中野町～斐川町において地質調査、道路設計、橋梁予備設計を推進します。

中野東交差点
神立交差点

至
松
江
市

至
大
田
市

島根県立
中央病院

出雲バイパス

（神立～中野東）

いずも

かんだち なかのひがし

島
根
県
出
雲
市

斐
川
町
併
川

い
ず
も

い
ず
も

島
根
県
出
雲
市

中
野
町

なかのひがし

出雲市駅

かんだち

事業中（対象区間）
完成（事故対策）
一般国道（直轄）
一般国道（補助）
主要地方道
一般県道

出雲市役所

凡 例

な
か
の
ち
ょ
う

ひ
か
わ
ち
ょ
う
あ
い
か
わ

中野町・姫原地区事故対策

延長1.3km

令和４年度完成

なかのちょう ひめばら

姫原東交差点
ひめばらひがし

延長1.8km

10,700台/日

神
立

中
野
東

中
野

美
保

大
津

朝
倉
北

姫
原
東

斐伊川

一畑電車

■模式図

：平面部

：立体部

：街路部

：副道

一般国道9号 出雲バイパス（神立～中野東）

延長1.8km

いずも かんだち なかのひがし

中野町・姫原地区事故対策

延長1.3km（完成）

なかのちょう ひめばら

至

大
田
市

お
お
だ

至

松
江
市

ま
つ
え

対象区間

事故対策箇所

■縦断図

0.30％中野東交差点
なかのひがし

神立交差点
かんだち

一般国道9号 出雲バイパス（神立～中野東） 延長1.8km
いずも かんだち なかのひがし

(

終)

島
根
県
出
雲
市

中
野
町

し
ま
ね

い
ず
も

な
か
の
ち
ょ
う

(

起)

島
根
県
出
雲
市

斐
川
町
併
川

し
ま
ね

い
ず
も

ひ
か
わ
ち
ょ
う
あ
い
か
わ

橋梁
1,300m

至

松
江
市

至

大
田
市

お
お
だ

ま
つ
え

0.30％

姫原東交差点
ひめばらひがし

中野町・姫原地区事故対策

延長1.3km（完成）

なかのちょう ひめばら

■標準横断図

平面部 単位：m 高架部 渡河部 単位：m単位：m

対象区間

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

▲中野東交差点付近の渋滞状況（朝ピーク）

R3.12撮影至 大田市

至 松江市

なかのひがし

▲からさで大橋起点付近の渋滞状況（朝ピーク）

至 大田市

至 松江市 R4.2撮影

至 松江市

至 大田市



国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所一般国道５４号 三刀屋拡幅事業

事業概要 雲南市三刀屋町地内は中国横断自動車道尾道松江線の三刀屋木次ICの開通や市街地の開発などにより車両、歩行者の
安全確保等の課題が生じています。 三刀屋拡幅は、このような課題に対し、安全性の向上を図り、周辺の土地利用を促進する
など、高速道路と連携した整備を進めています。
令和5年度は、雲南市三刀屋町三刀屋において用地買収、整備工事を推進します。

至 松江

至 広島

一
般
国
道
５
４
号

平
成
28
年
3
月
供
用

上空より里熊大橋周辺を望む

県道の通学状況

至 松江

至 広島

み と や

至 広島

至 松江

里熊大橋～里方交差点
延長0.5km

平成28年3月開通（4車線）

里熊大橋 広島方面を望む

L=1.9km

平成16年度
開通済み（4車線）

平成22年度
開通済み（4車線）

三刀屋拡幅 延長4.1km

至

松
江

至

広
島

令和５年度
用地買収、整備工事

平成27年度
開通済み（4車線）

L=0.5km L=0.7km L=0.5km L=0.5km

事業箇所図

状況写真



国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所令和５年度 交通安全事業・電線共同溝事業

交通安全事業概要

事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）の対象
区間における交通事故対策や、歩行者や自転車が安
全・安心に通行できる道路空間の確保を目的として
交通安全事業を進めています。
令和5年度は、１１箇所において、調査設計、用地買

収、用地補償、工事を推進します。

電線共同溝事業概要

電線類を地中化することにより、安全で快適な通行空
間の確保、都市景観の保全、台風や地震時に電柱等の倒
壊による道路の寸断を防止し、災害時におけるライフラ
イン及び緊急輸送道路の安全性を確保することを目的と
して、電線共同溝事業を進めています。
令和5年度は、5箇所において、調査設計、本体工事、

引込管路工事、連系管路工事、連系設備補償を推進しま
す。

Ｒ５ ： 交通安全事業 ４４２百万円
（当初） 電線共同溝事業 1９０百万円

【大田市温泉津町福光】
一般国道９号 福光交差点改良

【現況】

一般国道９号 安来電線共同溝

【整備後イメージ】

5箇所

11箇所

※R５新規

※R５新規
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事業概要

至 松江

至 松江

至 三次

当該箇所は、小学校が近傍に存在するが、国道９号南側歩道は狭隘で通学
路として利用できず、地域内道路をやむなく通学路として利用している状況と
なっている。本事業で歩道整備を行う。
令和5年度は、調査設計を実施する予定である。

事業箇所図

標準断面図

じ ん ざ い

【現況断面図】 【計画断面図】

事業箇所

一般国道９号 神西歩道整備事業 R5新規事業箇所

■A-A断⾯

写真①：神西小学校付近の通学状況

写真②：地域内道路を通学路としてやむなく利用
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事業概要

至 松江

至 三次

状況写真

当該箇所は、来島小学校への通学路となっている。この事業区間内には地域の
生活道路である町道との流出入が多い交差点があり、歩行者と車両が輻輳し、危
険な状況となっている。
当該区間はやまなみ街道サイクリングルート（モデルルート）にも位置づけられて

おり、歩道整備に合わせて自転車走行空間の整備も行う。
令和5年度は、調査設計を実施する予定である。

事業箇所図

標準断面図

き じ ま

【現況断面図】 【計画断面図】

事業箇所

一般国道５４号 来島歩道整備事業 R5新規事業箇所

路 写真①：下り方向 写真➁：交差点付近の状況 写真③：通学路利用状況



国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所

至
松
江
市

至

浜
田
市

右折レーンの設置

事業概要

至 松江

至 松江

至 三次

状況写真

当該箇所は、右折車線のない交差点であり、朝夕のピーク時を中心に右折待ち
車両に伴う滞留が発生している。このため、交差点手前のカーブ区間での減速や
停車により、追突事故が発生する危険な状態となっている。
本事業は、事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）の対象区間として、右

折車線の設置により、追突事故の解消を図るものである。
令和5年度は、調査設計・工事及び用地買収を実施する予定である。

事業箇所図

標準断面図

ふ く み つ

【現況断面図】 【計画断面図】

事業箇所

至 松江市

至 浜田市

福光交差点改良L=280m

一般国道９号 福光交差点改良事業

右折車線

1.00%
1:1.8

2.000%

M

0.75

15.66

3.25 3.250.25 3.00 2.410.25

6.000%6.000%

2.50

As
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事業概要

事業箇所図 状況写真

車道
歩道

電線共同溝

既設電柱、電線

（撤去）

≪イメージ図≫

・道路上から電柱や電線がなくなることにより、安全で快適な歩行

空間の確保が図られ、震災時の電柱倒壊による通行止めの心配

がなくなるため道路の防災性が向上します。また、電線がなくなる

ことにより、良好な都市景観の向上が期待されます。

標準断面図

＜電柱の倒壊による道路閉塞の事例＞ ＜歩行の支障となる電柱の事例＞

○道路上に設置されている電柱は、災害時の倒壊により道

路を閉塞させるおそれがあるほか、歩行者等の通行や

良好な都市景観の形成の妨げとなっています。

≪整備の必要性（イメージ写真）≫

一般国道９号 安来電線共同溝事業
や す ぎ

本事業箇所は、商業施設等が立ち並ぶ安来市の商業地域に位置するとともに、
安来駅を中心としたあんしん歩行エリアに指定されていることから、電線共同溝を整
備し無電柱化することで、安全で快適な歩行空間の確保並びに震災時等における
緊急輸送道路の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを
支援するものである。
令和5年度は、調査設計・引込管路工事・連系管路工事・連系設備補償を実施

する予定である。

至 松江市

至 米子市


